
問題作成の基本的な考え方 

  各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し，学習指導の改善・充実を図る 

 ことができるよう，特に，次の点に配意して作成。 

① 学習指導要領の理念・目標・内容等に基づくものとし，小学校の調査問題について 
 は小学校第５学年までに，中学校の調査問題については中学校第２学年までに十分に 
 身に付け，活用できるようにしておくべきと考えられるものを，各領域等からバラン 
 スよく出題すること。   
 
② 主として「知識」に関する問題（Ａ）と主として「活用」に関する問題（Ｂ）を 
 作成すること。 
 
③ 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等につながる 
 よう，学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に示すメッセージ 
 となる問題を出題すること。   
 
④ 児童生徒が時間的余裕を持って解答に取り組むことができるよう，問題の分量が， 
 調査時間（解答時間）に照らして適切なものとなるよう努めること。   
 
⑤ 「４年間のまとめ」(※)で指摘した課題や平成２４年度～２７年度調査で見られた 
 課題を踏まえた問題も出題すること。 
  （国語，算数・数学：１４７問中 ３９問 (約２７％) ） 
 
※ 国立教育政策研究所において，平成19～22年度の４回の調査結果を分析して，成果と課題を整理した報告書 
 （概要は，Ｐ２を参照） 
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資料２－２ 



○ 国立教育政策研究所において， 平成１９～２２年度の４回の調査結果を分析して，「成果」と「課題」を整理した報告書 

全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～（概要） 

＜ 「話すこと・聞くこと」における課題 ＞ 
 ① 司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確にしたりして話し 
   合うこと 
 

＜ 「書くこと」における課題 ＞ 
 ② 調べて分かった事実に対する自分の考えを，理由や根拠を 
   明確にして書くこと 
 

＜ 「読むこと」における課題 ＞ 
 ③ 物語に登場する人物についての描写や心情，人物相互の関係 
   を捉えること 
 ④ 目的に応じて必要となる情報を取り出し，それらを関係付けて 
   読むこと 
 

＜ 「言語事項」 (※) における課題 ＞ 
 ⑤ 複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解すること 
 

＜ 「数と計算」における課題 ＞ 
 ① 乗法や除法の意味を理解すること 
 

＜ 「量と測定」における課題 ＞ 
 ② 求積に必要な情報（図形の長さ及び図形の性質）を取り出して面積を求めること 
 

＜ 「図形」における課題 ＞ 
 ③ 図形の性質を基に事象を判断すること 
 

＜ 「数量関係」における課題 ＞ 
 ④ 計算の順序についてのきまりなどを理解すること 
 ⑤ 割合の意味を理解すること 

＜ 「話すこと・聞くこと」における課題 ＞ 
 ① 資料の提示の仕方を工夫し，その方法を説明すること 
 

＜ 「書くこと」における課題 ＞ 
 ② 文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えたい事柄や根拠を 
   明確にして自分の考えを書くこと 
 

＜ 「読むこと」における課題 ＞ 
 ③ 目的をもち，表現の仕方や文章の特徴に注意して読むこと 
  

＜ 「言語事項」 (※) における課題 ＞ 
 ④ 辞書に書かれている記述から，語句の意味を適切に捉えること 

＜ 「数と式」における課題 ＞ 

 ① 方程式における移項の意味を理解すること。方程式をつくって問題を解決する 
   ために数量の関係を捉えて２通りに表せる数量に着目すること 
  

＜ 「図形」における課題 ＞ 

 ② 証明の必要性と意味を理解すること。円柱と円錐の体積の関係を理解すること 
  

＜ 「数量関係」における課題 ＞ 
 ③ ２つの数量の関係が比例・反比例・一次関数の関係になることを理解すること。 
   二元一次方程式の解を座標とする点の集合は直線として表されることを理解す 
   ること 
  

＜ 記述式問題における課題 ＞ 
 ④ 予想した事柄を数学的な表現を用いて説明すること（事実・事柄の説明） 
    問題解決の方法を数学的な表現を用いて説明すること（方法の説明） 
    事柄が成り立つ理由を説明すること（理由の説明） 
  

＜ 数学的に表現したり，数学的に表現されたものの意味を読み取ったりすること 
  における課題 ＞ 
 ⑤ 関係や法則などを式に表現したり，式の意味を読み取ったりすること 

小学校国語 

※学習指導要領（平成20年告示）では，「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」 

中学校国語 

小学校算数 

中学校数学 

 小学校国語  比較的自由度の高い条件で記述すること  
 小学校算数  示された図形の面積を求めること 
 中学校国語  話の内容から必要な情報を的確に聞き取り，適切な質問をすること 
 中学校数学  図形領域で，作図の手順の理解，基本的な平面図形の性質の理解，証明の中で根拠として用いられる平行線の性質の理解， 
            ２つの三角形が合同であることを判断する際に必要な辺や角の相等関係を指摘すること 
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「成果」として認められる内容（一例） 

課題として考えられる内容 



Ａ    図と表とを関係付けて読む 

出題の趣旨 

特徴的な問題例 （小学校国語Ａ） 

 「４年間のまとめ」の課題（目的に応じて必要となる情報を取り出し，
それらを関係付けて読むこと）を踏まえ，目的に応じて，図と表とを
関係付けて読むことができるかどうかをみる 

５ 

正答 
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公園案内図とパンフレットに
ある表とを関係付けて読み，
希望に合うものを選択する 

４ 

問題の概要 



特徴的な問題例 （小学校国語Ｂ） 

Ｂ   将来なりたい職業について調べ，紹介する 〈職業 「パン職人」〉  ３ 
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出題の趣旨 

 目的に応じて，複数の本や文章を比べ，
自分の考えを明確にしながら読むことが
できるかどうかをみる 

 ４年間のまとめの課題（目的に応じて必
要となる情報を取り出し，それらを関係
付けて読むこと）や平成２６年度調査で
の課題（分かったことや疑問に思ったこ
とを整理し，それらを関係付けながらま
とめて書くこと）を踏まえたもの 

一 「パン職人」に関する本を読んだ目的 
 の説明として適切なものを選択する 
二 「パン職人」に関する複数の資料の 
 内容を関係付けてまとめた内容として 
 適切なものを選択する  
三 「パン職人」について，紹介したい内 
 容をまとめて書く 

正答 

一 ２ 
二 ３ 
三 （例） 
   焼き立てのパンが店にならび、お客様のうれ 
  しそうな声が聞こえた時は、パン職人をやって 
  いてよかったと実感する。 

問題の概要 
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出題の趣旨 

特徴的な問題例 （小学校算数Ａ） 
Ａ    場面の読み取りと立式，百分率 ９ 

正答 問題の概要 
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 (1)示された場面を適切に読み取り，場面を式に
表すことができるかどうかをみる 

 (2) 「４年間のまとめ」の課題（割合の意味を理解

すること）や平成２７年度調査での課題（示され
た情報から基準量と捉え，比較量と割合から基
準量を求めること）を踏まえ，割合が百分率で表
された場面で，基準量，比較量，割合の関係を
捉えることができるかどうかをみる 

(1) 前に１０人，後ろに１９人並んで
いることを基に，列に並んでいる
全体の人数を求める式と答えを
書く 

(2) 定員と乗っている人数の割合を，
百分率を用いた図に表すとき，
当てはまる数値の組み合わせを
書く 

(1) 〈式〉  （例）１０＋１＋１９ 
  〈答え〉 ３０（人） 
 
(2) ア １００  イ １２０ 



特徴的な問題例 （小学校算数Ｂ） 
Ｂ   資料の読み取りと判断の根拠の説明 （本の貸出冊数調べ） ４ 
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出題の趣旨 

 日常生活の問題の解決に向けて，必要な情報を収集
し，目的に応じて表やグラフを用いて表したり，適切
な判断をしたりすることができるかどうかをみる 

 (1)単位量当たりの大きさを求めるために必要な情報を 
  判断し，収集すること 
 (2)複数の表から読み取ることができる事柄と読み取る 
  ことができない事柄を判断すること 
 (3)解釈が正しくないことの理由を，グラフの視覚的な 
  変化の様子のみにとらわれずに，グラフから読み取 
  ることができる情報を根拠にして説明すること 

正答 問題の概要 

(1) 学校ごとの１人当たりの本の貸
出冊数を求めるために，学校ご
との貸出冊数の合計のほかに
調べる必要のある事柄を選ぶ 

(2) 示された二つの表だけでは判断
できないものを選ぶ 

(3) Ａ小学校とＢ小学校の図書委員
が表したグラフを見比べて読み
取った事柄として正しくない事柄
について，正しくないわけを書く 

(1)  ２ 
(2)  ３ 
(3) （例） 
   ５月から６月までの「物語」の貸出 
 冊数は，Ａ小学校が約４００冊増えて 
 いて，Ｂ小学校が約３００冊増えてい 
 ます。だから，Ａ小学校に比べてＢ小 
 学校のほうが，５月から６月までの「 
 物語」の貸出冊数の増え方は大きくな 
 いです。 
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Ａ    奥付を読む ８ 

特徴的な問題例 （中学校国語Ａ） 

出題の趣旨 

 資料集の奥付を取り上げ，奥付の特徴や役割について理解したり，その
資料集を活用するときときの留意点について，奥付を使って考えたりする
ことができるかどうかをみる。 

問題の概要 

一 奥付の特徴を説明したものとして適切なものを選択する 
二 資料集を活用するときの留意点を説明したものとして適切なものを選択 
 する 

正答 

一  ４   二  ２ 

出題の趣旨 

問題の概要 

正答 

Ａ   五 文の成分の照応 ９ 

 文の成分の照応について理解する 

文章を書き直した意図として適切なものを 
選択する 

４ 
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特徴的な問題例 （中学校国語Ｂ） 

Ｂ    情報を読む（漆） １ 
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出題の趣旨 

 ちらしを読んで， 
 (1)文章の中心的な部分と付加的な部分と 
  を読み分け，要旨を捉えること 
 (2)目的に応じて必要な情報を読み取ること 
 (3)文章の構成や表現の仕方について，根拠 
  を明確にして自分の考えを具体的に書くこと 
 ができるかどうかをみる 

一 ちらしの表と裏から分かる 
 「暮らしの中の伝統文化展」が 
 開かれるねらいとして適切な 
 ものを選択する 
二 関連イベントの「～職人の技 
 を見てみよう～」に参加すること 
 ができる日付として適切なもの 
 を選択する 
三 ちらしの表と裏の表現の工 
 夫とその効果を書く 

正答 

一 １   
二 ２ 
三 （例） 
    表は、日付を大きく示していて、開催期間 
  が把握しやすい。裏は、「……ませんか」と 
  呼びかける表現を用いていて、親しみがわ 
  きやすい。 
 

問題の概要 
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出題の趣旨 

特徴的な問題例 （中学校数学Ａ） 

 平成２４年度調査での課題（角の二等分線の作図

の方法について理解すること）や，平成２６年度調

査で見られた課題（線分の垂直二等分線の作図

の方法について理解すること）を踏まえ，垂線の

作図の方法について理解しているかどうかをみる 

Ａ   (1)垂線の作図 ４ 

正答 問題の概要 
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与えられた方法で作図された

直線についていえることを選ぶ 

エ 

（頂点Ａを通り辺ＢＣに垂直な 

 直線） 



出題の趣旨 

特徴的な問題例 （中学校数学Ｂ） 

Ｂ   前提の適切な判断（前提追究） 

正答 問題の概要 
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２ 

 前提が不足している場面で，次の
ことができるかどうかをみる 

 (1)与えられた条件を基に，数量の 
  関係を適切に捉えること 
 (2)加えるべき条件を判断し，それが 
  適している理由を説明すること 

(1) 一次関数の表からｘ＝４のとき
のｙの値を求める 

(2) ｘ＝４のときｙ＝９になるように，
ｘとｙの関係を書き加えることに
ついて，正しい記述を選び，そ
の理由を説明する 

(1)  ６ 
(2)  イ 
  （例） 反比例であればｙ＝  と表される。 

表のｘ＝２，ｙ＝１８より，ａ＝３６になるから， 

ｙ＝   と表される。 

この式にｘ＝４を代入すれば，ｙ＝９になる。 

したがって，「ｙはｘに反比例しています。」を 

書き加えれば，ｘ＝４のときｙ＝９になる。 

ａ

ｘ

３ ６

ｘ


